
～ 宮城県石巻北高校で出前授業を開催しました ～ 
 

東北農政局経営支援課 
 

令和元年 12 月６日（金）、宮城県石巻北高等学校において、総合学科食農系列の 3 年生の皆さ

ん 31名を対象に、出前授業を開催しました。 
 
この出前授業は、農業を勉強している高校生の皆さんに農業を職業の選択肢の一つとして考え

てもらうために東北農政局が開催したものです。 
今回は、富谷市できのこ生産の農業法人（株）B.P.C 代表取締役で仙台４Ｈクラブの会長を務め

られている、青年農業者の小松大介さんに講師をお願いしました。 

 
授業では、小松さんご自身の半生を教訓としながら、高校生に対して、 

○ 農業の魅力は、自分のスタイルに合わせて仕事ができること。栽培

する作物の選択肢の多さや栽培方法の多様さなど農業の可能性は無限

大。「３Ｋ」は過去の話で、やり方次第では十分にお金を稼ぐこともでき

る。 
○ 失敗を恐れずに何事にも挑戦して欲しい。人生に失敗はつきもので

私もいまだに失敗してばかり。失敗を恐れて何も始めないと世界観  が
どんどん小さくなる。三歩進んで二歩下がってもいいので 勇気を出し

て一歩踏み出すことが重要。 
○ 皆さんが経験した東日本大震災は非常に貴重な経験。今生かされているのは、犠牲になった

人たちが生きたかった未来。くよくよしている暇があったら今を本気で生きよう。 
と、熱いメッセージをいただきました。 

 
講演の後に生徒から質問があり、 
（生徒）「現在、何を栽培していますか。」 
（小松）「現在、しいたけときくらげの他に２品種栽培して

います。ゆくゆくは、きのこの摘み取り園を開園すること

と法人のフランチャイズ化に挑戦したいと思っています。」 
（生徒）「朝のルーティーンやいつもやっていることなどが

あれば教えてください。」 
（小松）「特にはありませんが、理想としては朝はもう１時

間くらい早く起きてコーヒーを飲みながら余裕のある時間

を過ごしたいですね。」 
などの回答やメッセージをいただきました。 
 

出前授業中の様子 

講演中の小松大介さん 


